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危機管理対応情報データベースの構築目的

業務内容

政府/省庁 道路/交通

市町村

都道府県

住民

避難 住宅救護 物資供給

道路/交通避難 住宅救護 物資供給

道路/交通避難 住宅救護 物資供給

道路/交通避難 住宅救護 物資供給

業務内容

対
象
空
間

時
間

発災後

発災前

災害



危機管理対応情報データベースの構築目的

発災前

発災前

発災前

発災前

政府/省庁

都道府県

市町村

住民

業務内容

発災後

発災後

発災後

発災後

発災後災害発生発災前

災害廃棄物処理
輸送計画
物資供給
医療救護
避難対策
道路/交通
警備
消防

0

1

2

3

4

5

6

立場に応じた情報を表示

1 3 6 24 48 72 9992 168

政府/省庁が対応業務に

必要な情報

経過時間 業務内容

情
報
量

対策に必要な情報を表示

内容

サービス

開始時間

場所

仕事量

目標達成度

緊急通行車両の確認
災害対策基本法第７６条に基づく交通規制が行
われる場合の所管する緊急通行車両の把握を
行った。

２～３時間後

道路/交通対策

市役所 区役所

12（人・日）

開始報告から10分以内に緊急通行車両を

全て確認

対象組織 建設部

終了時間 ３～６時間後

対策期 応急対策



・責任の所在が不明確
・対象地域や現場の特性把
握が不十分

・検索性、更新性が悪い
・マニュアルの善し悪し/不備
の自己分析が難しい

・お上指導型

・分厚い紙の印刷物

現行の防災マニュアル現行の防災マニュアル

防災力の向上につながらない

背景 総合的な防災対策総合的な防災対策

被害抑止 災害対応
被害軽減

災害
(Hazard)

最適復旧
復興計画

◆作成法◆作成法

◆スタイル◆スタイル



利用組織/主体の総合的な防災対策ができる環境利用組織/主体の総合的な防災対策ができる環境

目的

被害抑止 災害対応
被害軽減

次世代型防災マニュアル構想次世代型防災マニュアル構想

①問題点の洗い出し

③防災対策の実施④防災対策の評価

災害
(Hazard)

最適復旧
復興計画

・既存マニュアルの分析/評価

・マニュアルの目的別/ユーザ別編集

・当事者によるマニュアル作成/更新

機能機能

②防災対策の検討

従来型

新提案

経過時間

被
害
イ
メ
ー
ジ

災害



問題点



現状分析

対策の検討

対策の実施

対策の具体化

1.過去の災害対応/教訓を自由自在に
分析/評価できるデータベースの構築

2.対応業務の遂行に必要な情報の抽出
/フォーマットの作成

3.異なる精度の情報を用いた効率的な
対応の提示

危機管理対応情報データベースの構築

危機管理対応
情報データベース

需要に応じた
情報の提示

利用者が必要な
情報を選択

発災後の状況認識

総合的防災力総合的防災力
の向上の向上



・誰が収集するか
・誰が発信するか

・誰が使うか

・どんな量で
・どんな場所で
・どんな精度で

・「どの対応から
発生するのか」

・「どの対応に必要か」

災害情報

時間
いつ？

災害時にそれぞれの組織で必要とされる
災害情報を標準化



危機管理対応情報データベース

対応業務
メニューDB
（H17年度）

情報組合せ
レシピDB
（H18年度）

災害対応
行動DB
（H16年度）

防災関係機関が
提供するサービス
（内容/質）と必要な

情報の関係の明確化

過去の災害事例および
異なる災害シナリオに対する
対応行動のデータベース化

対応業務/入手した
情報を種類/精度の

視点から分析

最適な対応行動をとる
ために必要な情報の
組合せレシピの作成

対応時点での組織特
性に応じた情報の最
適な組合せの選択

異なる災害事例による
実対応/異なる災害シナ

リオによる訓練



災害対応行動ＤＢ

•蓄積
•標準化
•共有化

•過去の災害事例から得られた情報
（ex.新聞記事，調査結果，教訓）

•想定される災害に対する対応行動

→目黒メソッド，プチ目黒メソッド

多次元分析/評価機能

形態素分析

対応業務を遂行する際に必要な情報を抽出

災害情報の時間や空間，対象や内容など
様々な切り口による分析と評価

→災害情報データベース



新潟県中越地震

2004年10月23日 17時56分
震源：新潟県中越地方

深さ13km M6.8

死者 負傷者 全壊 半壊 一部損壊
新潟県 40 4,536 2,842 10,568 87,492 9
長野県 3
埼玉県 1
福島県 1
群馬県 6 1,031
合計 40 4,546 2,842 10,568 88,524 9

人的被害 住家被害 建物
火災

（消防庁：１２月２４日現在）

（長岡市役所：１２月８日）

収集した情報/災害対応記録のデータベース化消防庁



データベース概要

利用データ •災害情報共有システム（消防庁）
（電話，FAX，メール等から得られた情報）

入力項目

時間や空間，対象や内容など
様々な切り口から分析/評価

多次元分析/評価機能
目的別/ユーザ別編集機能

内部情報DB
（243項目）

外部情報DB
（1533項目）

内容
①対象組織，②サービス，③開始時刻，
④終了時刻，⑤対策期，⑥場所

記録時
①送信者，②受信者，③記録者，
④記録時刻，⑤サービス（消防庁設定）



デモンストレーション

地震発生からの経過時間

情
報
項
目
数

対
象
組
織

X軸

Y軸

Z軸

具体的な情報内容を表示



分析例（消防庁外部）

地震発生からの経過時間

情
報
項
目
数

対
象
組
織X軸

Y軸

Z軸

～6時間後

被災市町村本部

～2日後

被災都道府県庁



分析例（消防庁外部）

地震発生からの経過時間

情
報
項
目
数

サ
ー
ビ
ス

X軸

Y軸

Z軸



分析例（消防庁内部）

地震発生からの経過時間

情
報
項
目
数

対
象
組
織X軸

Y軸

Z軸



分析例（消防庁内部）

地震発生からの経過時間

情
報
項
目
数

サ
ー
ビ
ス

X軸

Y軸

Z軸



ID 内容

1 被災地の県地域機関を通じ、所管施設・事項に関する被害情報を収集する。

ID ⑦理由 ⑧仕事量 ⑨目標 ⑩規則

1 被災地の被害
状況の把握

１２ （人・日） 災害発生報告から30分
以内に情報収集開始

通信手段の状況
情報送受信の規則

ID ①主体 ②サービス ③開始時間 ④終了時間 ⑤対策期 ⑥場所

情報収集伝達 応急対策 危機管理監室危機管理監 0時間後 72時間後1

ID ⑪必要な
知識・技術
（事前）

⑫必要な情報
（実施時）

⑬関連する
対策

⑭⑬から
引き継ぐ
情報・もの

⑮生産物

1 通信手段の
利用方法
情報送受信の
規則

危機管理防
災課中心に各
部局から情報
収集指令

県地域機関リスト 災害対策本部
等の設置

被災地域の被
害状況報告書

データベースの構造 リレーショナル・データベース



Webアプリケーション

①Webサーバにアクセス

処理結果

要求・処理の一括管理
利用データの一括管理

対策の立案
人材育成

利用者

Webブラウザ

システム

②インタフェースの表示

要求

④処理結果の表示

③必要作業の要求

Webアプリケーションの構築

サーバOS Win2000 or WinXP サーバ
サイド技術

PHP （フリー）

Apache （フリー） DBMSWebサーバ MySQL （フリー）

開発環境



仕
事
の
流
れ

災害発生

他の部及び区本部と
の連絡調整

他部隊へ
の応援

障害物
の除去

がけ崩れ等
の応急対策
への協力

管内の道路・橋梁・
河川水路等の応急

対策

応急対策用の資機材
の把握及び調達

管内の道路・橋梁・
河川水路等の被害
状況の把握及び警

戒監視

隊員の招集及び把握

業務開始の準備業務開始の準備業務開始の準備

地震・被害情報の
収集

地震・被害情報の
収集

地震・被害情報の収集

初期参集人数の
確認

初期参集人数の
確認

初期参集人数の確認

外部との連絡手段
の確認

外部との連絡手段
の確認

外部との連絡手段の
確認

庁舎の状況確認庁舎の状況確認庁舎の状況確認

参集行動参集行動参集行動

参集準備参集準備参集準備

参集判断参集判断参集判断

現状把握現状把握現状把握

対策フロー作成機能
建設センター総務班 建設センターパトロール班 建設センター作業班

グループごとの作業の
関連を分析/評価

作業の前後関係を表現

応急対策準備

建設総務班

区本部

災害対策本部

建設総務班

グループ間の連携を分析/評価

情報の受け渡しを表現

入力項目“⑬関連する対策”を
もとに対策フローチャートを

自動生成



業務分析機能

⑭引き継いだ
情報・もの

⑫必要な情報・もの
（実施時）

⑩規則

業務１

⑫必要な情報・もの
（実施時）

⑩規則

業務２

⑮生産物

⑮生産物

⑫必要な情報・もの
（実施時）

⑩規則

業務３

⑮生産物

各業務で必要な情報を
詳細まで認識

⑩規則
⑫必要な情報・もの（実施時）
⑭引き継いだ情報・もの
⑮生産物
をもとに業務分析フローを作成

⑮生産物

⑮生産物



業務分析例

市町村より
医療救護
活動支援
要請

•後方病院リスト
•後方病院の被災状況
•通信手段の状況
•傷病人の状況
•道路被害

•活動要請の規則
•後方病院との通信手段

業務１
県は、被災地及び被
災地に隣接する医療
圏の地域災害医療
センター及び基幹災
害医療センターに対
して後方病院として
の活動要請を行う。

後方病院の
活動状況報告書

医療救護活動
の搬送体制
報告書

•関係機関リスト
•通信手段の状況
•道路被害

•関係機関との通信手段
•搬送体制確保の規則

業務２
県は、消防等関
係機関との連携
により広域的な
搬送体制を確保
する。

医療救護活動計画 （新潟県地域防災計画）



⑭引き継いだ
情報・もの

⑫必要な情報・もの
（実施時）

⑩規則

業務１

⑫必要な情報・もの
（実施時）

⑩規則

業務２

⑮生産物

⑮生産物

⑫必要な情報・もの
（実施時）

⑩規則

業務３

⑮生産物

聞き取り調査の概要 2. 自治体で新潟県中越地震で
の対応をWS形式で調査

業務３

⑫必要な情報・もの
（実施時）

3.業務分析表をもとに適宜修正

1. 地域防災計画DBより

業務分析表を作成



危機管理対応情報データベース

対応業務
メニューDB
（H17年度）

情報組合せ
レシピDB
（H18年度）

災害対応
行動DB
（H16年度）

防災関係機関が
提供するサービス
（内容/質）と必要な

情報の関係の明確化

過去の災害事例および
異なる災害シナリオに対する
対応行動のデータベース化

対応業務/入手した
情報を種類/精度の

視点から分析

最適な対応行動をとる
ために必要な情報の
組合せレシピの作成

対応時点での組織特
性に応じた情報の最
適な組合せの選択

異なる災害事例による
実対応/異なる災害シナ

リオによる訓練



危機管理対応情報データベースの構築目的

業務内容

政府/省庁 道路/交通

市町村

都道府県

住民

避難 住宅救護 物資供給

道路/交通避難 住宅救護 物資供給

道路/交通避難 住宅救護 物資供給

道路/交通避難 住宅救護 物資供給

業務内容

対
象
空
間

時
間

発災後

発災前

災害



Ⅱ 20 道路被害情報 道路名 建設局 道路災害応急対応 交通規制 建設局 道路災害応急対道路啓開路線検

区間 建設局 道路災害応急対応 交通規制 建設局 道路災害応急対道路啓開路線検

速度制限 水道局 応急給水 応急復旧計画の策定 産業振興局 食糧・物資供給 食糧・物資供給

被害状況、通行止めの理由 建設局 道路災害応急対応 道路啓開路線検討 建設局 道路災害応急対応急補修工事

通行可能状況 車 通行可能車種 水道局 応急給水 応急復旧計画の策定 産業振興局 食糧・物資供給 食糧・物資供給

車高、車幅、重量、最小回転半径 水道局 応急給水 応急復旧計画の策定 産業振興局 食糧・物資供給 食糧・物資供給

歩行者 水道局 応急給水 応急復旧計画の策定 産業振興局 食糧・物資供給 食糧・物資供給

渋滞状況 水道局 応急給水 応急復旧計画の策定 産業振興局 食糧・物資供給 食糧・物資供給

情報項目
テーブル

Ⅱ 1 地震情報 地震源 位置 緯度 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

経度 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

深さ 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

規模 マグニチュード 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

地震動 計測震度 計測位置 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

計測地点名 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

震度分布 危機管理室 災害情報パトロール隊活動 第４号様式による報告

Ⅱ 1 人的被害 人的被害 死者数 死亡理由 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 死者の発生数・被害状況の確認 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

性別 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 死者の発生数・被害状況の確認 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

年齢 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 死者の発生数・被害状況の確認 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

重傷者数 保健福祉局 救護活動 被災状況の情報収集 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

軽傷者数 保健福祉局 救護活動 被災状況の情報収集 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

行方不明者数 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

身動き取れない人の数 原因 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

身動き取れない人の場所 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

Ⅱ 1 物的被害 建築物被害情報 全壊棟数 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

半壊棟数 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

一部損壊 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

身動き取れない人の場所 保健福祉局 遺体の捜索・火葬 遺体の捜索 保健福祉局 ボランティア活動被害状況の把握

火災情報 場所 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

時間 発生 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

鎮火 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

被害棟数 全焼 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

半焼 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

救急情報 場所 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

要救出活動場所 保健福祉局 救護活動 第４号様式による報告 消防局 消防計画 消防活動

Ⅱ 29 市庁舎被害状況 施設名と場所 活動可能状況 電気 自家発電継続可能時間 危機管理室 災害対策本部設置 庁舎内被害確認・緊急措置 危機管理室 災害対策本部設初動対応調整所

水 備蓄量 危機管理室 災害対策本部設置 庁舎内被害確認・緊急措置 危機管理室 災害対策本部設初動対応調整所

通信 無線 危機管理室 災害対策本部設置 庁舎内被害確認・緊急措置 危機管理室 災害対策本部設初動対応調整所

電話 危機管理室 災害対策本部設置 庁舎内被害確認・緊急措置 危機管理室 災害対策本部設初動対応調整所

インターネット 危機管理室 災害対策本部設置 庁舎内被害確認・緊急措置 危機管理室 災害対策本部設初動対応調整所

ユーザ2 小目的情報項目(神戸市情報収集マニュアル） 目的情報項目 ユーザ1 目的 小目的

２．ひとつの情報が、様々な対策を実施する上で必要とされていることがわかる。この例は道路被害情報（通行可能状況）。
以下のような各種の対策に利用されている。（Ex. 応急給水、食糧物資供給、ライフライン（電力・ガス・水道・通信）復旧、避
難誘導、消防活動、救護活動、救助・救急活動、廃棄物処分計画…）

１．ひとつの対策を行う上で必要な情報（時間・
場所・量の精度付で）が整理される。この例は
「遺体の捜索・火葬」。「人的被害」「建築物被害
情報」が必要であることが分かる。

情報項目 ユーザ ユーザ目的 小目的 目的 小目的

成果：抽出した情報に、それを用いるユーザと目的を設定
（参考資料：神戸市防災マニュアル）



危機管理対応情報データベース

対応業務
メニューDB
（H17年度）

情報組合せ
レシピDB
（H18年度）

災害対応
行動DB
（H16年度）

防災関係機関が
提供するサービス
（内容/質）と必要な

情報の関係の明確化

過去の災害事例および
異なる災害シナリオに対する
対応行動のデータベース化

対応業務/入手した
情報を種類/精度の

視点から分析

最適な対応行動をとる
ために必要な情報の
組合せレシピの作成

対応時点での組織特
性に応じた情報の最
適な組合せの選択

異なる災害事例による
実対応/異なる災害シナ

リオによる訓練



ご静聴，誠にありがとうございました．

目黒公郎

東京大学
生産技術研究所


